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厚生労働省が平成28年度予算の
概算要求を公表

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
二
八
年
度
予
算
の
概

算
要
求
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
般
会
計
の

総
額
は
三
〇
兆
六
六
七
五
億
円
で
、
平
成
二

七
年
度
予
算
額
を
七
五
二
九
億
円
（
二
・

五
％
）
上
回
っ
た
（
図
表
１
）。
政
策
的
経

費
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
会
計
は
、「
年
金
・

医
療
等
に
係
る
経
費
」
と
「
義
務
的
経
費
」

「
そ
の
他
経
費
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
平

成
二
八
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
は
、「
そ
の

他
経
費
」
を
一
〇
％
削
減
し
た
う
え
で
、「
年

金
・
医
療
等
に
係
る
経
費
」
が
高
齢
化
等
に

伴
い
六
七
四
八
億
円
（
二
・
四
％
）
の
増
額

と
な
っ
た
ほ
か
、「
新
し
い
日
本
の
た
め
の
優

先
課
題
推
進
枠
」
と
し
て
新
た
に
二
二
五
二

億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
保
険
料
な
ど
特
定

の
歳
入
・
歳
出
を
区
分
し
て

い
る
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

「
労
働
保
険
特
別
会
計
」
の

概
算
要
求
が
、
平
成
二
七
年

度
予
算
と
の
比
較
で
三
〇
九

億
円
（
〇
・
九
％
）
多
い
三

兆
六
五
三
六
億
円
、「
年
金
特

別
会
計
」
が
二
兆
七
六
七
五

億
円
（
四
・
六
％
）
多
い
六

三
兆
五
四
九
八
億
円
、「
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
」

が
二
六
二
億
円
（
三
二
・

六
％
）
減
の
五
四
一
億
円
と

な
っ
た
。

八
点
の
戦
略
的
重
点
要

求
を
含
む
一
一
本
の
主

要
事
項
で
構
成

　

平
成
二
八
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
お
け
る
重
点
要

求
・
要
望
は
、
①
予
防
・
健

康
づ
く
り
の
推
進
等
、
②
総

合
的
な
が
ん
対
策
の
推
進
、
③
「
全
員
参
加

の
社
会
」
の
実
現
加
速
、
④
未
来
を
支
え
る

人
材
力
強
化
、
⑤
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
た
め
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進
、

⑥
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
新
た
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
⑦
医
療
分
野
の
研
究
開
発

の
推
進
等
、
⑧
国
境
を
越
え
た
厚
生
労
働
行

政
の
展
開
―
―
の
八
点
に
据
え
て
い
る
（
う

ち
③
と
④
に
つ
い
て
は
図
表
２
）。

　

労
働
分
野
で
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で

「
全
員
参
加
の
社
会
」
の
実
現
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
新
た
な
法
制
（「
女
性
活
躍
推
進

法
」（
八
月
二
八
日
成
立
）
や
「
若
者
雇
用
促

進
法（
案
）」「
労
働
者
派
遣
法
改
正
法（
案
）」

「
技
能
実
習
法
（
案
）」
等
）
を
通
じ
、
女

性
や
若
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
活
躍
推

進
を
図
る
ほ
か
、
非
正
規
雇
用
の
正
社
員
転

換
や
過
重
労
働
の
重
点
的
な
監
督
指
導
な
ど
、

公
正
・
適
正
に
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
材
育
成
等
に

よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
は
、
職

業
生
活
の
節
目
で
定
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
「
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ

ア
ド
ッ
ク
（
仮
称
）」
を
新
た
に
推
進
す
る

な
ど
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
重
点
要
求
・
要
望
を
含
め
て
整

理
し
た
予
算
全
体
の
主
要
事
項
は
、（
Ⅰ
）
安

心
で
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、（
Ⅱ
）
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
、（
Ⅲ
）「
全
員
参
加
の
社
会
」
の
実
現

〈スペシャルトピック〉

図表１－１　平成 28年度厚⽣労働省予算概算要求の姿

図表１－２　平成 28年度厚⽣労働省予算概算要求のフレーム

（単位：億円）
一般会計

区 分

平成２７年度

予 算 額

（Ａ）

平成２８年度

要求・要望額

（Ｂ）

増 △ 減 額

（Ｃ）

(（Ｂ）－（Ａ）)

増 △ 減 率

（Ｃ）／（Ａ）

一 般 会 計 ２９９，１４６ ３０６，６７５ ７，５２９ ２．５％

うち

年金・医療等

に 係 る 経 費

２８０，３７８ ２８７，１２６ ６，７４８ ２．４％

うち

新しい日本のための

優 先 課 題 推 進 枠

－ ２，２５２ ２，２５２ －

［計数整理の結果、異動を生ずることがある。］

（注１）平成27年度予算額は当初予算額である。

（注２）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

（注３）平成27年度予算額及び平成28年度要求額は、Ｂ型肝炎の給付金等支給経費（平成27年度予算 572億円、平成28年度要求 572億円）を含む。

（注４）平成27年度から保育所運営費等（平成27年度予算 １兆8,126億円）が内閣府へ移管されている。

（27年度予算額） （28年度要求・要望額） （対27年度増額）

29兆9,146億円 30兆6,675億円 （＋7,529億円）

注 消費税率引上げと併せ行う社会保障の充実等については、社会保障改革プログラム法第28条
に規定する消費税・地方消費税の収入及び社会保障の給付の重点化・制度の運営の効率化の動
向等を踏まえ、予算編成過程で検討する。

また、①診療報酬改定、②過去の年金国庫負担繰り延べの返済、③雇用保険制度・求職者
支援制度の国庫負担の本則戻し、などについても予算編成過程で検討する。

その他の経費

高齢化等に伴う増加額 ６，７００億円

義 務 的 経 費
裁量的経費

公共事業関係費

１０％

年 金 ・ 医 療 等 に 係 る 経 費

（要望基礎額の３０％）

<要望基礎額>

＜別枠で要求するもの＞

○ Ｂ型肝炎の給付金等支給経費

○ 東日本大震災復興経費

新しい日本のための
優先課題推進枠 2,252億円

資料出所：厚生労働省ホームページより

（注１）平成 27 年度予算額は当初予算額である。
（注2）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。
（注３）�平成 27 年度予算額及び平成 28 年度要求額は、Ｂ型肝炎の給付金等支給経費（平成 27 年度予算 572 億円、

平成 28 年度要求 572 億円）を含む。
（注４）平成 27 年度から保育所運営費等（平成 27 年度予算１兆 8,１26 億円）が内閣府へ移管されている。
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加
速
、（
Ⅳ
）
公
正
、
適
正
で
納
得
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
、（
Ⅴ
）
健
康
で
安

全
な
生
活
の
確
保
、（
Ⅵ
）
自
立
し
た
生
活
の

実
現
と
暮
ら
し
の
安
心
確
保
、（
Ⅶ
）
障
害
者

支
援
の
総
合
的
な
推
進
、（
Ⅷ
）
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
確
立
、（
Ⅸ
）
施
策
横
断
的
な
課

題
へ
の
対
応
―
―
の
九
本
と
、
復
興
関
連
と

し
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
支

援
」と「
原
子
力
災
害
か
ら
復
興
へ
の
支
援
」

の
二
本
の
、
計
一
一
本
で
構
成
し
た
。

　

こ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
労
働
分
野
に
関
連

が
深
い
も
の
と
し
て
、（
Ⅲ
）「
全
員
参
加
の
社

会
」
の
実
現
加
速
と
、（
Ⅳ
）
公
正
、
適
正
で

納
得
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
主
な
施
策
を
紹
介
す
る
。

全
員
参
加
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

六
本
の
柱
で
構
成

　
（
Ⅲ
）「
全
員
参
加
の
社
会
」
の
実
現
の
加

速
に
向
け
て
は
、（
ⅰ
）
女
性
の
活
躍
推
進
・

ひ
と
り
親
に
対
す
る
就
業
対
策
の
強
化
、

（
ⅱ
）
若
者
の
活
躍
推
進
、（
ⅲ
）
生
涯
現
役

社
会
の
実
現
に
向
け
た
雇
用
・
就
業
環
境
の

整
備
、（
ⅳ
）
障
害
者
等
の
活
躍
推
進
、（
ⅴ
）

外
国
人
材
の
活
用
・
国
際
協
力
、（
ⅵ
）
重
層

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
―
―
と
い

う
六
本
の
柱
に
沿
い
施
策
を
列
挙
し
て
い
る
。

（
女
性
の
活
躍
や
両
立
支
援
を
推
進
）

　

具
体
的
に
み
る
と
、（
ⅰ
）
女
性
の
活
躍
推

進
に
つ
い
て
は
、「
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ

ラ
ン
」
を
強
力
に
進
め
、
保
育
所
等
の
施
設

整
備
や
小
規
模
保
育
等
の
改
修
に
よ
る
受
入

児
童
数
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、「
保
育
士
確

保
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、修
学
資
金
の
貸
付
・

受
講
費
の
支
援
等
に
よ
る
人
材
育
成
や
、
潜

在
保
育
士
に
対
す
る
再
就
職
支
援
と
い
っ
た

保
育
士
確
保
対
策
を
推
進
し
て
い
く
（
九
〇

六
億
円
）。

　
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
で
大
企
業
に
開
示

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
「
女

性
の
活
躍
・
両
立
支
援
総
合
サ
イ
ト
」
に
転

載
す
る
な
ど

し
て
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
の

向
上
を
図
る
。

女
性
の
活
躍

推
進
に
取
り

組
む
企
業
に

対
す
る
助
成

金
の
拡
充
や
、

中
小
企
業
に

対
す
る
行
動

計
画
の
策
定

支
援
等
も
強

化
す
る
。

　

さ
ら
に
、

中
小
企
業
で

も
円
滑
に
育

児
・
介
護
休

業
を
取
得
し
、

職
場
復
帰
等

が
で
き
る
よ

う
、「
育
休
復

帰
支
援
プ
ラ

ン
」
の
策
定

を
支
援
す
る
ほ
か
、
対
象
を
介
護
休
業
に
も

拡
大
す
る
（
介
護
支
援
プ
ラ
ン
）。
ま
た
、

育
児
休
業
中
の
代
替
要
員
の
確
保
や
介
護
離

職
の
防
止
等
に
取
り
組
む
、
中
小
企
業
事
業

主
に
対
す
る
助
成
金
も
拡
充
す
る
。
さ
ら
に
、

男
性
の
育
児
休
業
等
の
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
職
場
環
境
の
整
備
等
に
取
り
組
む
事
業

主
に
対
す
る
助
成
金
を
新
設
。
男
性
の
育
児

と
仕
事
の
両
立
に
取
り
組
む
企
業
等
を
支
援

す
る
「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
拡
充

し
て
い
く
。

　

一
方
、「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
」

に
つ
い
て
は
拠
点
を
拡
充
し
、
子
育
て
中
の

女
性
等
に
対
す
る
再
就
職
支
援
を
推
進
す
る
。

訓
練
担
当
の
「
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
て
、
ひ
と
り
親
や
出
産
・
育
児
等

で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
女
性
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
職
業
訓
練
へ
の
誘

導
・
あ
っ
せ
ん
機
能
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

育
児
等
で
離
職
し
た
女
性
の
再
就
職
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、「
求
職
者
支
援
制
度
」
に
お
い

て
育
児
等
と
両
立
し
や
す
い
短
時
間
訓
練

コ
ー
ス
や
、
訓
練
受
講
時
の
託
児
サ
ー
ビ
ス

の
新
設
等
を
行
う
。

　

こ
う
し
た
女
性
活
躍
推
進
策
に
一
四
〇
億

円
を
計
上
し
て
い
る
。

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
強
化
）

　

こ
の
ほ
か
、
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す

る
不
利
益
取
り
扱
い
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」）に
つ
い
て
は
、迅
速
・

厳
正
な
行
政
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

主
や
人
事
労
務
担
当
者
等
に
対
す
る
説
明
会

な
ど
「
マ
タ
ハ
ラ
未
然
防
止
対
策
キ
ャ
ラ
バ

ン
（
仮
称
）
事
業
」
を
展
開
す
る
。
ま
た
、「
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
」
等
の
着
実
な
施
行
と
、

未
然
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
（
三
・
六

億
円
）。

図表２－１　「全員参加の社会」の実現加速

図表２－２　未来を支える人材力強化

人口減少の下でも、我が国の安定的な成長を実現していくためには、働き手の確保が必要であり、
個々人がその持てる能力を最大限に発揮できる「全員参加の社会」の実現を加速させる。

・「女性の活躍・両立支援総合サイト」において企業の情報開示を推進するとともに、助成金の支給や中小

企業に対する行動計画の策定支援等を実施。

・待機児童の解消を図るため、保育所等の施設整備や小規模保育等の改修などを実施。

・介護休業の取得及び職場復帰を図るための介護支援プランの策定支援を新たに実施。

・男性の育児休業等の取得促進のための職場環境整備等を行う事業主への助成金を新設。

・新卒者等の正社員希望を実現する取組に加え、既卒３年以内の者等の採用・定着を図る助成金を創設。

・ハローワークにおいて、65歳以上の求職者に対する支援や個別求人開拓等を実施。

・障害者就労施設への農業の専門家の派遣等により、農福連携による障害者の就労を促進。加えて、障

害者就業・生活支援センターの体制を拡充するなど、職場定着等に取り組む事業主を支援。

・農業体験・研修の実施や就労訓練事業所の開拓・育成により、生活困窮者等の就労を促進。

・非正規雇用で働く人の正社員転換・雇用管理改善の推進。

・過重労働による健康障害防止のための重点的な監督指導等を実施。

・テレワークモデル実証事業の成果を踏まえた周知等を実施。

女性の活躍推進 若者・高齢者・障害者等
の活躍推進

働く人のため
の環境整備

全員参加型
社会を実現

人口減少社会にあって、人的資本への投資が最もリターンを得るとの考えに基づき、経済社会の
変革に柔軟に対応するための「一人ひとりの主体的な学び」を重点的に支援することを通じ、高付
加価値人材の育成、生産性向上、ひいては日本経済の成長へとつなげていく。

職業能力評価制度の構築等

・労働者の職業生活の節目において定期的にキャリアコンサルティングを行う「セルフ・
キャリアドック（仮称）」を推進するため、導入マニュアルの作成や事業主に対する支援
等を行う。
・雇用型訓練を行う事業主等への支援を拡充し、実践的な職業訓練を促進する。

対人サービス分野を中心とした技能検
定の開発の推進や社内検定の普及拡
大を図るため、業界団体や企業に対す
る支援を行う。

労働者の自発的・主体的な
キャリア選択を進めるため、年
齢にかかわりなく中高年人材
を活用する企業に対して助成
を行う。

希望するキャリアの実現支援

職業人生を通じた労働者のキャリア形成支援

人
材
育
成
等
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上

資料出所：厚生労働省ホームページより
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（
若
者
の
活
躍
を
推
進
）

　
（
ⅱ
）
若
者
の
活
躍
の
推
進
に
向
け
て
は
、

「
若
者
雇
用
促
進
法
（
案
）」
が
成
立
し
た

場
合
に
は
青
少
年
雇
用
情
報
（
職
場
情
報
）

の
積
極
的
な
提
供
を
促
す
た
め
の
環
境
を
整

え
る
な
ど
、
法
律
の
円
滑
な
施
行
に
取
り
組

む
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
等
で
の
就
職
支
援
や
、
既
卒
三
年

以
内
の
者
等
の
採
用
・
定
着
を
促
進
す
る
助

成
金
の
創
設
な
ど
、
正
社
員
を
希
望
す
る
者

等
の
就
職
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、「
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
に

は
訓
練
担
当
の「
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

を
配
置
。
長
期
的
に
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

い
る
者
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
、
職
業
訓
練
へ
の
誘
導
・

あ
っ
せ
ん
機
能
を
強
化
す
る
。
ま
た
、夜
間
・

休
日
で
も
相
談
が
行
え
る
よ
う
、電
話
・
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
を
民
間
に
委
託
。「
わ
か
も

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
等
へ
の
誘
導
や
、
個
別

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
フ
リ
ー

タ
ー
等
の
安
定
雇
用
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
ニ
ー
ト
等
の
若
者
に
対
し
て

も
、「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
地
方
自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
相
談
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、

そ
の
職
業
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

こ
う
し
た
一
連
の
若
者
の
活
躍
推
進
策
に
、

一
九
七
億
円
を
計
上
し
た
。

（
高
齢
者
の
活
躍
推
進
策
を
強
化
）

　
（
ⅲ
）
高
齢
者
の
活
躍
推
進
策
と
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に「
生
涯
現
役
支
援
窓
口（
仮

称
）」
を
設
置
す
る
。
六
五
歳
以
上
の
求
職

者
を
対
象
に
、「
就
労
・
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
や
「
求
人
者
支
援
員
」
等
か
ら
成
る

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
や
、
個
別
の
求
人
開
拓

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
技
能
講
習
を
行

う
な
ど
再
就
職
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
多
様
な

雇
用
・
就
業
機
会
の
掘
り
起
こ
し
・
提
供
を

行
う
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
（
仮

称
）」
を
創
設
。
さ
ら
に
、「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」
が
高
齢
者
に
多
様
な
就
業
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
や
経

済
団
体
と
連
携
し
て
新
た
な
就
業
機
会
を
創

造
す
る
「
地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

（
仮
称
）」
を
設
け
る
な
ど
、
そ
の
機
能
強

化
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
（
二
七
〇
億
円
）。

（
障
害
者
等
の
活
躍
推
進
策
を
拡
充
）

　

一
方
、（
ⅳ
）
障
害
者
等
の
活
躍
推
進
策
と

し
て
は
、
筋
電
義
手
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
活
用
し
、
障
害
者
向
け
の
支
援
機
器
の
開

発
（
実
用
的
製
品
化
）
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
た
障
害
者
の
社
会
参

加
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
や
障
害
者
の
芸
術
・
文
化
祭
の
拡

充
等
も
行
う
。
さ
ら
に
、
発
達
障
害
の
早
期

発
見
・
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
従
事

者
の
対
応
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
発

達
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
、
生

活
上
の
課
題
や
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た

支
援
を
充
実
さ
せ
る
（
四
・
一
億
円
）。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
分
野
で
も
障
害
者
の
就

労
を
支
援
し
、
職
域
拡
大
や
収
入
拡
大
を
図

る
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
げ
る
た
め
、
障
害
者
就
労
施
設
に
対
し

て
農
業
の
専
門
家
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
農
業

に
取
り
組
む
障
害
者
就
労
施
設
に
よ
る
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
等
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、「
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施

体
制
を
拡
充
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し

た
「
チ
ー
ム
支
援
」
を
展
開
す
る
な
ど
、
障

害
者
の
職
場
適
応
・
定
着
に
取
り
組
む
事
業

主
支
援
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
企
業
の
意
識
啓
発
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
総
合
的
な
雇
用

支
援
を
強
化
。
発
達
障
害
者
・
難
病
患
者
に

対
す
る
支
援
も
拡
充
し
、
多
様
な
障
害
特
性

に
応
じ
た
就
労
を
推
進
し
て
い
く
（
一
一
〇

億
円
）。

　

一
方
、
平
成
二
八
年
度
の
新
規
施
策
と
し

て
、
農
業
体
験
・
研
修
の
実
施
や
就
労
訓
練

事
業
所
の
開
拓
・
育
成
を
通
じ
、
生
活
困
窮

者
等
の
就
労
を
促
進
す
る
（
二
〇
億
円
）。

ま
た
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
と
連
携

し
、
が
ん
患
者
等
に
対
す
る
就
職
支
援
事
業

を
全
国
展
開
（
二
・
五
億
円
）。
さ
ら
に
、

難
病
の
患
者
が
長
期
に
わ
た
り
療
養
し
な
が

ら
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
機
関
と
連
携
し
た
相
談
支
援
体
制
を
構
築

す
る
な
ど
、「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

実
施
体
制
を
強
化
す
る
（
四
・
六
億
円
）。

（
外
国
人
材
の
活
用
・
国
際
協
力
）

　
（
ⅴ
）
外
国
人
材
の
活
用
・
国
際
協
力
に

向
け
て
は
、
留
学
生
の
国
内
企
業
へ
の
就
職

を
拡
大
す
る
た
め
、「
留
学
生
コ
ー
ナ
ー
」
を

拡
充
し
て
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

関
係
省
庁
・
機
関
が
連
携
す
る
「
外
国
人
材

活
躍
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
地
域
展
開
を
図

る
ほ
か
、
地
域
の
企
業
に
対
し
て
留
学
生
の

活
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
採
用

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
総
合
的
な

支
援
を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
技
能
実
習
法
（
案
）」
が
成
立

し
た
場
合
に
は
、「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」

で
報
告
徴
収
・
実
地
検
査
等
を
行
う
と
と
も

に
、
技
能
実
習
対
象
職
種
の
拡
大
や
、
優
良

な
監
理
団
体
・
実
習
実
施
者
に
限
り
実
習
期

間
の
延
長
、
受
入
れ
枠
の
拡
大
を
可
能
に
す

る
な
ど
、
新
た
な
技
能
実
習
制
度
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
な
ど
と
し
て
い
る（
四
〇
億
円
）。

公
正
、
適
正
な
環
境
の
整
備
は 

五
本
柱
で
構
成

　

一
方
、（
Ⅳ
）
公
正
、
適
正
で
納
得
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
、（
ⅰ
）
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇

改
善
と
希
望
の
持
て
る
生
活
の
実
現
、（
ⅱ
）

働
き
方
改
革
の
実
現
、（
ⅲ
）
人
材
力
強
化
・

人
材
確
保
対
策
の
推
進
、（
ⅳ
）
労
働
者
が
安

全
で
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く

り
、（
ⅴ
）
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の

推
進
―
―
と
い
う
五
本
柱
で
施
策
を
整
理
し

て
い
る
。

（
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改
善
等
）

　

具
体
的
に
み
る
と
、（
ⅰ
）
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
待
遇
改
善
等
に
向
け
て
は
、「
正
社
員

転
換
・
待
遇
改
善
実
現
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」

に
基
づ
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
正
社
員

就
職
の
促
進
や
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成

金
」
の
拡
充
等
に
よ
る
事
業
主
支
援
等
を
通

じ
、
正
社
員
を
希
望
す
る
人
の
正
社
員
化
、

非
正
規
雇
用
で
働
く
人
の
待
遇
改
善
等
を
進

め
て
い
く
（
四
五
六
億
円
）。

　

ま
た
、「
労
働
者
派
遣
法
改
正
法
（
案
）」

が
成
立
し
た
場
合
に
は
着
実
に
施
行
を
す
る

と
と
も
に
、
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
日
施
行

予
定
の
「
労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
」

に
つ
い
て
も
、
理
解
が
進
む
よ
う
周
知
広
報

す
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
雇
用
安
定
措

置
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
措
置
が
着
実
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
指
導
監
督
体
制
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
の
見
直
し
等

に
伴
う
円
滑
な
移
行
支
援
や
、
許
可
審
査
体

制
の
整
備
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
（
一
四

億
円
）。
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（
働
き
方
改
革
の
実
現
）

　
（
ⅱ
）
働
き
方
改
革
関
連
で
は
、「
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

（
平
成
二
七
年
七
月
二
四
日
閣
議
決
定
）（
本

誌
九
月
号
Ｐ
44
参
照
）
に
基
づ
い
て
、
過
労

死
等
に
関
す
る
調
査
研
究
等
、
啓
発
、
相
談

体
制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す

る
支
援
な
ど
、
過
労
死
等
防
止
対
策
の
い
っ

そ
う
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
（
七
三
億
円
）。

　

ま
た
、
企
業
や
労
働
者
が
働
き
方
の
現
状

や
課
題
を
自
主
的
に
評
価
で
き
る「
働
き
方
・

休
み
方
改
善
指
標
」
の
普
及
に
加
え
、
労
使

の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る

（
一
九
億
円
）。
さ
ら
に
、良
質
な
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
に
向
け
て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
デ
ル

実
証
事
業
」
の
成
果
を
踏
ま
え
た
周
知
や
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
た
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
に
向
け
た
支
援
、
導
入
経
費

に
対
す
る
助
成
金
の
拡
充
等
を
行
う
な
ど
と

し
て
い
る
（
一
四
億
円
）。

　

こ
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
所
得
層
で
の
賃
金

上
昇
と
、
企
業
の
収
益
向
上
の
好
循
環
が
持

続
・
拡
大
さ
れ
る
よ
う
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
く
（
一
九
億
円
）。

（
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
）

　
（
ⅲ
）
人
材
力
の
強
化
・
確
保
対
策
と
し

て
は
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
け
る

「
気
づ
き
」
を
支
援
す
る
た
め
、
職
業
生
活

の
節
目
で
定
期
的
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う「
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ

ク
（
仮
称
）」
を
導
入
・
実
施
す
る
事
業
主

支
援
等
を
新
た
に
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
優
れ
た
取
り
組
み

を
行
う
企
業
に
対
す
る
表
彰
制
度
も
拡
充
。

さ
ら
に
、
人
材
育
成
の
課
題
を
踏
ま
え
た
実

践
的
な
職
業
訓
練
を
推
進
す
る
た
め
、
座
学

と
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
雇
用
型
訓
練
を
行

う
事
業
主
等
や
、
教
育
訓
練
休
暇
制
度
等
の

導
入
を
行
う
事
業
主
へ
の
支
援
の
拡
充
等
を

図
っ
て
い
く
（
一
六
三
億
円
）。

　

ま
た
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
中
心
と
し

た
技
能
検
定
の
開
発
の
推
進
や
、
社
内
検
定

の
普
及
・
拡
大
を
図
る
た
め
、
業
界
団
体
や

事
業
主
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。
さ
ら
に
、

若
年
者
が
技
能
検
定
を
受
検
し
や
す
い
環
境

の
整
備
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
技
能
五

輪
国
際
大
会
」
に
つ
い
て
選
手
の
訓
練
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
等
を
図
る
な
ど
と
し
て
い
る

（
二
五
億
円
）。

　

こ
の
ほ
か
、
労
働
者
の
自
発
的
・
主
体
的

な
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
可
能
に
す
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
中
高

年
人
材
を
活
用
す
る
企
業
に
対
し
て
助
成
す

る
。
ま
た
、「
試
行
在
籍
出
向
」
の
導
入
に
向

け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
課
題
の
抽
出
を
図

る
た
め
、「
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
」で「
試

行
在
籍
出
向
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
す
る
（
五
六
億
円
）。

（
人
材
不
足
分
野
等
で
の
確
保
対
策
等
）

　

介
護
・
看
護
・
保
育
の
各
分
野
に
お
け
る

人
材
確
保
対
策
と
し
て
は
、
全
国
の
主
要
な

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
し
た
「
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
」
に
お
け
る
取
り
組
み
や
、
建
設

労
働
者
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の
主
要
な
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
「
建
設
人
材
確
保
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
人
材
確
保
対
策
を
推

進
す
る
（
一
六
億
円
）。

　

ま
た
、
雇
用
管
理
の
改
善
に
つ
な
が
る
制

度
の
導
入
・
実
施
を
通
じ
、
従
業
員
の
職
場

定
着
に
取
り
組
む
事
業
主
を
支
援
す
る
「
職

場
定
着
支
援
助
成
金
」
の
対
象
事
業
主
を
拡

大
。
さ
ら
に
、「
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成

金
」
の
助
成
対
象
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
等
を
図

る
と
と
も
に
、
介
護
・
建
設
・
運
輸
分
野
等

に
お
け
る
人
材
確
保
の
た
め
の
「
雇
用
管
理

改
善
促
進
事
業
」
の
実
施
等
を
通
じ
、「
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
（
一

一
五
億
円
）。

（
職
場
の
健
康
確
保
対
策
の
推
進
等
）

　
（
ⅳ
）
労
働
者
が
安
全
で
健
康
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
は
、「
第

一
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」（
平
成
二
九
年

度
ま
で
）
で
重
点
業
種
に
掲
げ
て
い
る
「
第

三
次
産
業
」「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
」「
製
造

業
」
等
に
つ
い
て
、
業
種
特
性
に
応
じ
た
労

働
災
害
の
防
止
を
図
る
。
ま
た
、
介
護
労
働

者
の
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
。
さ
ら
に
、「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

開
催
に
向
け
た
関
係
工
事
等
を
は
じ
め
と
し

て
、「
建
設
業
」
に
お
け
る
安
全
対
策
を
充
実

さ
せ
る
（
七
六
億
円
）。

　

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
（
平
成
二
六
年
六

月
二
五
日
公
布
）
に
基
づ
く
「
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
」（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
日

施
行
、
詳
細
は
本
誌
六
月
号
Ｐ
36
参
照
）
を

含
め
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
う
小
規
模
事
業
場

に
対
す
る
支
援
の
拡
充
等
を
図
る
。
ま
た
、

事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
活
動
の
支
援
や
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
等
も
充

実
・
強
化
。
さ
ら
に
、
治
療
等
が
必
要
な
疾

病
を
抱
え
た
労
働
者
の
適
切
な
理
解
に
基
づ

く
健
康
管
理
が
行
わ
れ
、
治
療
を
行
い
つ
つ

就
労
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
相
談
員

に
よ
る
対
応
や
訪
問
支
援
等
を
行
う
な
ど
と

し
た
（
三
七
億
円
）。

（
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
）

　
（
ⅴ
）
地
方
に
お
け
る
良
質
な
雇
用
の
創

出
・
人
材
育
成
に
向
け
て
は
、
地
域
の
創
意

工
夫
を
活
か
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
や
地
域
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
、
新
た
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
・
実
施
を
支
援
す
る
「
地
域
創
生
人

材
育
成
事
業
」
の
拡
充
等
を
行
う
。
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
若
者
等
の
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
向
け
て
市

町
村
単
位
で
雇
用
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」
や
、
都
道

府
県
単
位
で
取
り
組
む
「
戦
略
産
業
雇
用
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
に
よ
り
地
方
自
治
体

と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
雇
用
創

出
・
人
材
育
成
を
推
進
し
て
い
く
（
一
二
六

億
円
）。

子
育
て
支
援
費
用
の
税
制
措
置
等
を
要
望

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
二
八
年
度
予
算
の
概
算

要
求
と
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
税
制
改

正
要
望
」
に
は
、（
１
）
女
性
の
活
躍
を
促
進

す
る
等
の
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の

利
用
な
ど
子
育
て
支
援
に
要
す
る
費
用
の
一

部
に
つ
い
て
、
税
制
上
の
所
要
措
置
を
創
設

す
る
こ
と
、（
２
）
雇
用
者
数
が
増
加
し
た
場

合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
措
置
に
つ
い
て
、

雇
用
の
質
を
高
め
る
観
点
か
ら
見
直
し
を

行
っ
た
う
え
で
適
用
期
限
を
二
年
延
長
す
る

こ
と
、（
３
）
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
（
仮

称
）
等
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

要
す
る
費
用
を
特
定
支
出
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
―
―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）


